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	開発した早期列車運転再開支援システムは，公的機関から公開される地震動情報と全国一律の基準で整備されている地盤情報(例えば250ｍメッシュ)を用いて，空間補間手法により面的に地震動分布を推定するものである。この面的な揺れの大きさの情報と対象路線のキロ程を対応させることにより，対象路線に沿った揺れを推定することができる。
	2012年1月から2013年3月まで，宮崎リニア実験線をモデル路線とし開発システムの稼働試
	//
	図1　地震動分布の推定結果例　　　　　　　　図2　キロ程に対する表示例
	験を行った。出力画面の例として2012年1月30日に日向灘で発生した地震(M4.9)の九州地域における推定地震動分布を図1に示す。また，モデル路線のキロ程に対する推定地震動(計測震度)の空間変化を図2に示す。
	/また，開発システムによる地震動推定の精度検証を行うことを目的として，モデル路線である宮崎リニア実験線の2地点で地震観測を行った。地震計設置地点を図3に示す。前記の地震についてモデル路線に沿った推定と実測の比較を図4に示す。開発システムは地震動推定の手法として距離減衰法，IDW法(逆距離加重法)，KRIGING法の3つを実装しており，図中には異なる推定手法を重ねて示している。更に，複数の地震において実測と推定を比較した結果を図5に示す。これらの図を見ると，地震計を設置した2地点のうちキロ程3k1...
	//
	図4　キロ程に対する検証の例　　　　　図5　実測と推定の比較による精度検証
	２．２　開発システムの活用
	開発システムで用いる公的地盤情報は例えば250mメッシュといったある空間を代表する情報として提供されるため，鉄道路線に沿った線的な地盤特性と差異が生じる場合がある。ただし，公的地盤情報は全国一律の基準で整備されており，地震動を推定するための有用な情報である。そこで，公的な地盤情報による推定地震動を列車運転再開判断に用いる場合には，評価地点の違いによる地盤特性の差異を考慮して，安全確認の実施等を判断する基準値に余裕を持たせるよう配慮することが考えられる。
	/加えて，開発システムの推定精度向上を目的として実測の微動に基づき対象路線に沿って地盤増幅特性を補正する方法について検討した。その一例として，2章1節で示した地震に対し，参照点(地震観測地点)と推定点の微動H/Vスペクトル比(水平動のフーリエスペクトルを上下動のそれで除する)の相対的な関係を用いて地震動を推定した結果を図6に示す。なお，ここでは地点①を参照点，地点②を検証点としている。
	この図によると，地震計による実測との比較において，キロ程6k708mの検証点付近の推定は公的地盤情報(IDW法)を利用したケースに対し，実測微動データを利用した推定ではよい一致が見られ推定精度の向上が確認される。
	なお，微動などの実測情報に基づき地盤増幅情報を補正し地震動推定の精度を向上する取り組みは今後さらに進める予定である。
	３．簡易型地震観測装置の開発
	３．１　開発した地震計の概要

